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福島第⼀原⼦⼒発電所 増設多核種除去設備（A）における
出⼝⽔の分析結果と今後の調査について

＜ 参 考 資 料 ＞
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東京電⼒ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福島第⼀廃炉推進カンパニー

 7⽉27⽇から8⽉5⽇(*)にかけて運転した増設ALPS(A)において、7⽉28⽇にサンプリングした
出⼝⽔(2ページ・図参照)のストロンチウム90の濃度が通常よりも⾼い値であることを確認しました。 ま
た、8⽉4⽇に同⼀箇所でサンプリングした⽔は、告⽰濃度限度を下回ることを確認しています。

出⼝⽔の分析結果 7⽉28⽇ 8⽉4⽇ 告⽰濃度限度
ストロンチウム90 93 2.7 30 [単位︓ベクレル/㍑]

■7⽉28⽇の分析結果では、ストロンチウム90以外の主要な核種※はそれぞれ告⽰濃度限度を下回る値
■8⽉4⽇の分析結果では、ストロンチウム90を含む主要7核種の告⽰濃度⽐総和も[1]未満
※︓セシウム134、セシウム137、コバルト60、アンチモン125、ルテニウム106、ヨウ素129

 処理した⽔は全てタンクに貯留しており、環境中には放出されていません。また、7⽉31⽇から8⽉
5⽇(*)にかけて処理した⽔を⼀時貯留タンク(3ページ・図参照)に貯留した際、サンプリングを実施し、
ストロンチウム90の濃度が告⽰濃度限度を下回る値(4.2ベクレル/㍑)であることを確認していま
す。このことから、本件は、⼀時的なストロンチウム90の濃度上昇と推定しています。

 なお、7⽉27⽇から30⽇にかけて処理をした⽔は、再利⽤タンク群に貯留しています。再利⽤タン
クは、過去にストロンチウム処理⽔等を貯留し、その後除染をしたタンクであるため、サンプリング結
果を踏まえて、ALPS除去対象62核種と炭素14の告⽰濃度⽐総和が[1]を確実に下回るまで
ALPS等で何度でも浄化処理を⾏うこととしています。

 ⼀時的なストロンチウム90の濃度上昇は、7⽉28⽇の上流側のサンプリング箇所③(3ページ･図参照)
におけるデータでは⼗分に浄化できていることが確認されているため、サンプリング箇所③以降の処
理⼯程に原因がある可能性を推定しています。原因調査のため、9⽉5⽇、確認箇所を追加した
サンプリングを⾏い、9⽉末を⽬途に各種分析を実施する予定です。

 なお、ALPSは既設ALPS･増設ALPSともに3系列(合計処理能⼒1,500m3)あり、⾄近の浄化
処理に使⽤している既設ALPSでは、ストロンチウム90の濃度が告⽰濃度限度を下回っていること
から、⽇々の浄化処理に影響はありません。 ＊8⽉4⽇から8⽉5⽇に訂正(訂正⽇2022年9⽉29⽇)
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1．分析結果の概要（１）
 増設ALPS(A)については、2022年3⽉以降実施してきた設備点検を終え、7⽉27⽇から8⽉5⽇
(*)にかけて運転し、7⽉28⽇および8⽉4⽇に系統⽔のサンプリングを⾏いました。

 増設ALPS(A)の出⼝で7⽉28⽇にサンプリングした⽔を分析したところ、ストロンチウム90の濃度が通
常よりも⾼い値(93ベクレル/㍑)であることを確認しました。

 なお、8⽉4⽇に同⼀箇所でサンプリングした⽔は、告⽰濃度限度を下回ることを確認しています(2.7ベ
クレル/㍑)。また、ストロンチウム90を含む主要7核種の告⽰濃度⽐総和も[1]未満であることを確認し
ました。
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核種 ７⽉28⽇ 分析結果 8⽉4⽇ 分析結果 告⽰濃度限度

セシウム134 検出限界値未満(＜0.35) 検出限界値未満(＜0.39) 60

セシウム137 0.99 0.48 90

コバルト60 0.55 0.91 200

アンチモン125 検出限界値未満(＜0.48) 検出限界値未満(＜0.60) 800

ルテニウム106 検出限界値未満(＜1.3) 検出限界値未満(＜1.5) 100

ストロンチウム90 93 2.7 30

ヨウ素129 1.0 0.22 9

■出⼝⽔の分析結果(7⽉28⽇、8⽉4⽇サンプリング分) [単位︓ベクレル/㍑]

サンプリング箇所
(出⼝⽔)

＊8⽉4⽇から8⽉5⽇に訂正(訂正⽇2022年9⽉29⽇)
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 増設ALPS(A)における、7⽉28⽇の各サンプリング箇所毎の分析結果は以下の通りです。
 7⽉31⽇から8⽉5⽇(*)にかけて処理した⽔を⼀時貯留タンク(下図⑤)に貯留した際、サンプリングを
実施し、ストロンチウム90の濃度が告⽰濃度限度を下回る値(4.2ベクレル/㍑)であることを確認してい
ます。このことから本件は、⼀時的なストロンチウム90の濃度上昇と推定しています。

核種 ① ② ③ ④(出⼝⽔) 告⽰濃度限度

セシウム134 99 ー 検出限界値未満(<0.9) 検出限界値未満(<0.35) 60

セシウム137 3,600 ー 0.61 0.99 90

コバルト60 12 ー 13 0.55 200

アンチモン125 2,100 ー 2.4 検出限界値未満(<0.48) 800

ルテニウム106 検出限界値未満(<200) ー 6.9 検出限界値未満(<1.3) 100

ストロンチウム90 59,000 250 検出限界値未満(<0.23) 93 30

ヨウ素129 44 ー ー 1.0 9

[単位︓ベクレル/㍑]

前処理設備 活性炭
アンチモン
ヨウ素
吸着材

銀添着
吸着材

ルテニウム
吸着材セシウム

吸着材

ストロン
チウム
吸着材

サンプリング箇所

出⼝フィルタ

⼀時貯留タンク

① ②
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増設ALPS(A) 7⽉27⽇から30⽇にかけて処
理をした⽔は、再利⽤タンク群
に貯留しています。再利⽤タンク
は、過去にストロンチウム処理
⽔等を貯留し、その後除染をし
たタンクであるため、サンプリング
結果を踏まえて、ALPS除去対
象62核種と炭素14の告⽰濃
度⽐総和が[1]を確実に下回
るまでALPS等で何度でも浄化
処理を⾏うこととしています。⑤

「ー」は分析未実施箇所

1．分析結果の概要（２）

■サンプリング箇所①〜④の分析結果(7⽉28⽇サンプリング分)

＊8⽉4⽇から8⽉5⽇に訂正(訂正⽇2022年9⽉29⽇)
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２．現時点における推定原因、今後の調査予定
 増設ALPS(A)出⼝(下図、サンプリング箇所④)において、⼀時的に通常よりも⾼い濃度のストロンチウ
ム90が確認されましたが、サンプリング箇所③のストロンチウム90の濃度を踏まえると、サンプリング箇所
③以降の処理⼯程に原因がある可能性を推定しています。

 上記の推定原因を踏まえ、サンプリング箇所③、およびサンプリング箇所③の直前・以降における各吸
着塔出⼝の⽔を分析することを⽬的に、増設ALPS(A)の確認運転を9⽉3⽇および9⽉5⽇に⾏い、9
⽉5⽇にサンプリングを実施しました。

 サンプリングした⽔については、主要7核種の放射能濃度測定･⽔質分析等の分析を、サンプリング箇
所に応じて組み合わせて実施する予定です。

 分析は9⽉末を⽬途に進めており、原因調査の結果がとりまとまり次第お知らせいたします。また、調査
のなかで追加の分析等が必要となる場合には、適宜実施してまいります。

前処理設備 活性炭
アンチモン
ヨウ素
吸着材

銀添着
吸着材

ルテニウム
吸着材

セシウム
吸着材

ストロン
チウム
吸着材

通常サンプリング箇所
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追加サンプリングを実施
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３．調査状況（速報）
 増設ALPS(A)の出⼝(下図、サンプリング箇所④)で9⽉5⽇にサンプリングした⽔を分析した結果、ス
トロンチウム90の濃度は告⽰濃度限度を下回る値(0.71〜0.81ベクレル/㍑)であることを確認してい
ます。

核種 分析結果 告⽰濃度限度

セシウム134 検出限界値未満(＜0.16〜0.27) 60

セシウム137 0.26〜0.60 90

コバルト60 0.38〜0.52 200

アンチモン125 検出限界値未満(＜0.42〜0.54) 800

ルテニウム106 検出限界値未満(＜1.2〜1.4) 100

ストロンチウム90 0.71〜0.81 30

ヨウ素129 分析中 9

サンプリング箇所④ではヨウ素129を除きサンプリングボトル3本についてそれぞれ分析を実施しており、最⼩値と最⼤値を記載。

[単位︓ベクレル/㍑]■分析結果(9⽉5⽇サンプリング分)
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４．ALPS処理への影響（１）
 福島第⼀原⼦⼒発電所におけるALPS処理は、主に既設多核種除去設備(既設ALPS)・増設多
核種除去設備(増設ALPS)にて、浄化する⽔を吸着材(活性炭･イオン交換材料等)を充填した吸
着塔等に通すことにより、62種類の放射性物質を告⽰濃度限度未満まで取り除くことができます。

 ALPSは、下記のとおり、既設ALPS・増設ALPSともに3系列あり、浄化する⽔量(130m3/⽇、
2021年度実績)に対し⼗分な余裕があることから、増設ALPS(A)の原因調査を実施している期間
においても、⽇々の浄化処理に影響はありません。

既設多核種除去設備(既設ALPS)

既設多核種除去設備(既設ALPS)

増設多核種除去設備(増設ALPS)

Ａ系︓処理能⼒250m3/⽇

Ｂ系︓処理能⼒250m3/⽇

Ｃ系︓処理能⼒250m3/⽇

Ａ系︓処理能⼒250m3/⽇

Ｂ系︓処理能⼒250m3/⽇

Ｃ系︓処理能⼒250m3/⽇
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４．ALPS処理への影響（２）
 ⾄近の浄化処理は既設ALPSで⾏っており、ストロンチウム90の濃度が告⽰濃度限度を下回る値であ
ること、ならびに告⽰濃度⽐総和1未満(主要7核種)であることを確認しています。

核種 7⽉6⽇ 既設ALPS(A) 分析結果 8⽉12⽇ 既設ALPS(B) 分析結果 告⽰濃度限度

セシウム134 検出限界値未満(＜0.29) 検出限界値未満(＜0.29) 60

セシウム137 検出限界値未満(＜0.13) 0.34 90

コバルト60 検出限界値未満(＜0.16) 0.41 200

アンチモン125 検出限界値未満(＜0.41) 0.50 800

ルテニウム106 検出限界値未満(＜1.1) 検出限界値未満(＜1.3) 100

ストロンチウム90 検出限界値未満(＜0.11) 0.09 30

ヨウ素129 0.22 0.11 9
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[単位︓ベクレル/㍑]■分析結果(⾄近サンプリング分)


